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Service Manager 管理パック ガイド

Microsoft System Center Service Manager 2010 管理パックでは、Service Manager 管理サーバーおよびサービスのヘルスを監視することによって Service Manager インフラストラクチャを管理できます。Service Manager が正常に機能するためには、管理サーバーおよびサービスが正常に機能する必要があります。Service Manager 管理パックでは、これらの管理サーバーおよびサービスに関する問題がアラートとして通知されるため、発生した問題をトラブルシューティングして修正することができます。

Service Manager 管理パックを使用すると、組織での全体的な監視を Operations Manager コンソールという 1 つの場所から集中的に行えるようになります。また、管理パックでは、監視時に検出された一部の問題の修正方法に関する、エンド ユーザー向けの手順が表示されます。これにより、保守が簡略化され、マイクロソフトにサポートを依頼する回数を減らすことができます。

ドキュメント バージョン

以下は、Service Manager 管理パック ガイドのリビジョン履歴です。

リビジョン履歴
	リリース日
	変更

	2010 年 5 月
	このガイドの最初のリリース


Service Manager 管理パックの概要

このガイドは、Service Manager 2010 管理パックのバージョン 7.0.5826.0 に基づいています。

最新の管理パックとドキュメントの入手

最新の Service Manager 管理パックは、「Management Pack Catalog (管理パック カタログ)」(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=82105) から入手できます。このドキュメントの最新バージョンは、TechNet (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=191051) で利用可能です。

最新情報

この新しいリリースの Service Manager 管理パックでは、次の機能を利用できます。


Service Manager から重大なイベントをキャプチャし、対応するアラートを System Center Operations Manager 2007 R2 で作成します。


重要な Service Manager サービスのヘルスを監視し、リアルタイムのヘルス状態をユーザーに提供します。


Operations Manager にイベントの統合ナレッジを提供します。


管理パックが明確なヘルス情報を提供すること、およびそれが拡張可能であることを確認し、モニター、上書き、タスク、ナレッジなどのオブジェクトをユーザーが追加できるようにします。

サポートされている構成

Service Manager 管理パック 7.0.5826.0 では、Microsoft System Center Service Manager 2010 によってサポートされているすべての構成がサポートされています。

Service Manager では、データベースの SQL Server クラスタリング、および Service Manager 管理サーバーとポータルのネットワーク負荷分散 (NLB) がサポートされています。これらのトポロジにおいては、NLB の有無にかかわらず個々の部分が個別に監視されます。

サポートされている構成

次の表は、Service Manager 管理パックでサポートされている構成の詳細です。

	構成
	サポート

	Service Manager 管理サーバー
	あり (サポートされているすべての構成、およびサポートされているすべての展開トポロジ)

	ワークフローを実行するサーバー
	あり

	データ ウェアハウス管理サーバー
	あり

	クラスター化されたサーバー
	あり

	エージェントレス監視
	なし

	仮想環境
	あり


作業の開始

Service Manager 管理パックをインポートする前に、この管理パックで提供されている Service Manager データベース アカウント実行プロファイルを更新する必要があります。この更新については、「セキュリティに関する考慮事項」を参照してください。

他のオプション構成については、「オプション構成」を参照してください。

次の各トピックでは、Service Manager 管理パックに関する一般的な情報と、作業の開始に役立つ情報を提供します。

このセクションの内容

管理パックに含まれるファイル
	ManagementPack.msi ファイルの内容を説明します。




推奨される追加の管理パック
	Service Manager の包括的な監視用として推奨されている、追加の管理パックを一覧で示します。




Service Manager 管理パックをインポートする方法
	Service Manager 管理パックのインポート方法に関する情報へのリンクが記載されています。




カスタマイズ用の新しい管理パックの作成
	上書きやその他のカスタマイズを管理パックに保存するために使用できる、新しいカスタム管理パックの作成方法を説明します。




管理パックに含まれるファイル

ServiceManager2010 ManagementPack.msi パッケージ ファイルには、Service Manager 管理パックが含まれています。次のファイルがあります。


EULA.rtf


Microsoft.SystemCenter.ServiceManager.Discovery


Microsoft.SystemCenter.ServiceManager.Library


Microsoft.SystemCenter.ServiceManager.Monitoring

推奨される追加の管理パック

Service Manager 管理パックは他の管理パックに依存していないため、独立して使用できます。ただし、Service Manager は Microsoft SQL Server などの他のアプリケーションに依存しており、正常に実行するためにはこれらのアプリケーションが必要です。このため、Service Manager が依存するすべてのアプリケーションも同様に、対応する各管理パックによって継続的に監視されていることが前提となります。これらの管理パックを使用可能にすることで、Service Manager の多くの部分を Service Manager 管理パックによって監視する必要がなくなります。たとえば、SQL Server 管理パックによって Service Manager データベースを監視し、インターネット インフォメーション サービス (IIS) 管理パックによってポータル Web ページを監視します。Service Manager 管理パックでは Service Manager のこれらの部分を監視しません。

それでも、Service Manager と他の製品内にあるさまざまな部分の間の相互作用は、Service Manager 管理パックによって監視されます。たとえば、Service Manager 管理パックでは、System Center データ アクセス サービスおよび System Center 管理構成サービスと Service Manager データベースの接続が監視されます。

Service Manager の包括的な監視のため、次の管理パックを展開することをお勧めします。


Windows Server 2008 管理パックまたは Windows Server 2008 R2 管理パック: すべての Service Manager 管理サーバーのオペレーティング システムを監視するために使用されます。例外: この管理パックでは、Service Manager、Service Manager ポータル、または SQL Server Reporting Services をホストする、Windows Server 2003 が実行されているコンピューターは監視されません。この場合は、対応するオペレーティング システム管理パックが必要です。


SQL Server 2008 管理パック: Service Manager データベース、DWStagingAndConfig データベース、DWRepository および DWDatamart データベースをホストする、SQL Server が実行されているサーバーを監視するために使用されます。SQL Server 2008 管理パックは、Service Manager がレポートの生成に使用するための、SQL Server Reporting Services をホストするサーバーを監視する場合にも使用されます。


インターネット インフォメーション サービス (IIS) 2008 管理パック: Service Manager ポータルを実行しているコンピューターの IIS を監視するために使用されます。


ASP.Net 管理パック: Service Manager ポータルを実行しているサーバーの Microsoft ASP.Net を監視するために使用されます。


Operations Manager 2007 管理パックまたは Operations Manager 2007 R2 管理パック: Service Manager 管理パックにその操作の情報を提供するために使用されます。

Service Manager 管理パックをインポートする方法

管理パックのインポート手順については、「Operations Manager 2007 で管理パックをインポートする方法」(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=142351) を参照してください。

Service Manager 管理パックをインポートしたら、上書きやその他のカスタマイズを保存する新しいカスタム管理パックを作成できます。

カスタマイズ用の新しい管理パックの作成

ほとんどの製造元の管理パックは、管理パック ファイル内の元の設定を変更できないように封印されています。ただし、上書きや新しい監視オブジェクトなどのカスタマイズを作成し、異なる管理パックに保存することができます。既定では、opsmgrshortname によってすべてのカスタマイズが既定の管理パックに保存されます。それでも、これに代わるベスト プラクティスとして、カスタマイズする封印された管理パックごとに個別の管理パックを作成することをお勧めします。

上書きの保存用に新しい管理パックを作成すると、次の利点があります。


テスト環境で作成したカスタマイズを実稼働環境にエクスポートするプロセスが簡略化されます。たとえば、複数の管理パックのカスタマイズを含む既定の管理パックをエクスポートする代わりに、1 つの管理パックのカスタマイズのみを含む管理パックをエクスポートできます。


既定の管理パックを最初に削除することなく元の管理パックを削除できます。カスタマイズを含む管理パックは、元の管理パックに依存しています。元の管理パックを削除する必要がある場合、この依存関係があるために、まずカスタマイズを含む管理パックを削除することが必要になります。すべてのカスタマイズを既定の管理パックに保存すると、元の管理パックを削除する前に既定の管理パックを削除する必要があります。


個々の管理パックを対象にカスタマイズを追跡して更新する方が簡単です。

封印された管理パックおよび封印されていない管理パックの詳細については、「Management Pack Formats (管理パックの形式)」(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=108355) を参照してください。管理パックのカスタマイズおよび既定の管理パックの詳細については、「About Management Packs in Operations Manager 2007 (Operations Manager 2007 の管理パックについて)」(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=108356) を参照してください。

オプション構成

組織での Service Manager の具体的な展開によっては、Service Manager 管理パックに構成されている割合ヘルス ロールアップ ポリシーの既定の設定を変更することが必要になる場合があります。

このセクションの内容

既定のヘルス ロールアップ設定を変更する方法
	ヘルス ロールアップの割合ポリシーで既定の割合を変更する方法を説明します。




既定のヘルス ロールアップ設定を変更する方法

既定では、Service Manager 管理パックのヘルス ロールアップ ポリシーは、割合設定 50 で割合ポリシーを使用するように構成されます。通常、この設定は、管理グループに 1 ～ 2 台の管理サーバーが含まれる展開で適切に機能します。

ただし、環境によっては、この既定の構成が最適ではないことがあります。組織に応じて、許容される要件およびしきい値に基づいて割合を変更できます。

次の手順に従うと、[SCSM 管理グループ] クラス、[DW 管理グループ] クラス、または [Service Manager] クラスの割合の数字を変更できます。
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ヘルス ロールアップ ポリシーの割合を変更するには

	1.
Operations Manager 2007 管理グループの Operations Manager 管理者ユーザー ロールまたは Operations Manager の作成者ユーザー ロールのメンバーであるアカウントを持ったコンピューターにログオンします。

2.
オペレーション コンソールで [作成] ボタンをクリックします。

3.
[作成] ウィンドウで、[作成]、[管理パック オブジェクト] の順に展開して、[モニタ] をクリックします。

4.
[モニタ] ウィンドウで [スコープの変更] をクリックします。

5.
[管理パック オブジェクトのスコープ設定] ダイアログ ボックスで [すべてのターゲットを表示] をクリックし、一覧内で何も選択されていないことを確認します。

6.
一覧から [SCSM 管理グループ] を選択し、[OK] をクリックします。[DW 管理グループ] または [Service Manager] を選択して、これらのクラスの割合を変更することもできます。

7.
[モニタ] ウィンドウで、[SCSM 管理グループ]、[エンティティのヘルス]、[可用性] の順に展開します。

8.
[SCSM 管理グループの可用性] を右クリックし、[上書き]、[モニタの上書き]、[クラス SCSM 管理グループのすべてのオブジェクト] の順にクリックします。

9.
[上書きのプロパティ] ダイアログ ボックスで、[モニタのプロパティの表示] をクリックします。

10.
[SCSM 管理グループの可用性プロパティ] ダイアログ ボックスで、[ヘルス ロールアップ ポリシー] タブをクリックします。[以下に指定した % の良好なヘルス状態にあるメンバの最低の状態] オプション (このオプション自体は選択不可) の下にある割合を変更します。

11.
すべてのダイアログ ボックスを閉じて、変更を保存します。


セキュリティに関する考慮事項

Service Manager 管理パックでは、Service Manager データベースと、DWStagingAndConfig ステージングおよび構成データベースへのアクセスに使用される、新しい実行プロファイルが導入されています。管理パックをインポートする前に、このセクションの説明に従ってこのプロファイルを構成する必要があります。

このセクションの内容

実行プロファイル
	Service Manager データベース アカウント実行プロファイルを構成する方法を説明します。 




実行プロファイル

Service Manager 管理パックには、Service Manager データベース アカウント プロファイルという新しい実行プロファイルが導入されています。管理パックをインポートする前に、次に説明する手順に従って、まず、実行アカウントを Service Manager データベース アカウント プロファイルに追加してから、その実行アカウントを、Service Manager データベース サーバーと、DWStagingAndConfig というステージングおよび構成データベースをホストするサーバーに追加する必要があります。Service Manager データベース アカウント プロファイルに関連付けられた実行アカウントは、その後、Service Manager データベースと DWStagingAndConfig データベースへのアクセスに使用されます。

Operations Manager 2007 R2 コンソールで、次の手順を実行します。これらの手順の詳細については、Microsoft TechNet にある『Operations Manager 2007 R2 のセキュリティの構成』(http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=192160) を参照してください。
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実行アカウントを Service Manager データベース アカウント プロファイルに追加するには

	1.
Operations Manager 2007 R2 コンソールを開きます。

2.
[実行アカウントの作成ウィザード] で新しい実行アカウントを作成します。[全般プロパティ] ページの [実行アカウントの種類] ボックスで、[Windows] を選択します。

作成する実行アカウントは、Operations Manager エージェントによって監視される Service Manager 管理サーバーと Service Manager データ ウェアハウス管理サーバーにログオンするアクセス許可を持つように構成する必要があります。さらに、Service Manager 管理サーバーと Service Manager データ ウェアハウス管理サーバーの両方の次のレジストリ キーにアクセスする許可も必要です。


HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\System Center


HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Microsoft Operations Manager\3.0\ServerManagement Groups

3.
[Service Manager データベース アカウント] プロファイルを見つけ、実行プロファイル ウィザードを開始します。[実行アカウント] ページで、新しい実行アカウントを追加します。


Service Manager データベース サーバーと、DWStagingAndConfig ステージングおよび構成データベースをホストするサーバーで、次の手順を実行します。
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新しい Service Manager データベース アカウント プロファイルを使用して Service Manager データベース サーバーを更新するには

	1.
Service Manager データベースをホストするサーバーと、ステージングおよび構成データベースをホストするサーバーで、Microsoft SQL Server Management Studio を開きます。

2.
Service Manager データベースがある SQL Server のインスタンスにログオンします。

3.
[オブジェクト エクスプローラー] ウィンドウで [セキュリティ] を展開し、[ログイン] を右クリックして [新しいログイン] をクリックします。

4.
[ログイン - 新規作成] ダイアログ ボックスで、[ログイン名] ボックスにログイン名を入力するか、[検索] を使用してアカウントを見つけます。

5.
[OK] をクリックします。

6.
[オブジェクト エクスプローラー] ウィンドウで、[データベース]、[<Service Manager データベース名>]、[セキュリティ]の順に展開します。[ユーザー] を右クリックし、[新しいユーザー] を選択します。

7.
[データベース ユーザー - 新規作成] ダイアログ ボックスで、[ユーザー名] ボックスにユーザー名を入力します。

8.
[ログイン名] ボタンをクリックし、前の手順で作成したログイン名を選択して [OK] をクリックします。

9.
[オブジェクト エクスプローラー] ウィンドウで、[データベース]、[<Service Manager データベース名>]、[セキュリティ]、[ロール]、[データベース ロール] の順に展開します。

10.
[db_datareader] を右クリックし、[プロパティ] をクリックします。

11.
[プロパティ] ダイアログ ボックスで [追加] をクリックします。

12.
[データベース ユーザーまたはロールの選択] ボックスの [参照] をクリックし、[オブジェクトの参照] ダイアログ ボックスで、前の手順で作成したユーザーを選択します。

13.
[OK] をクリックして、すべてのダイアログ ボックスを閉じます。


管理パックの操作について

Service Manager 管理パックは、Service Manager サービスおよびワークフローのヘルスを監視します。このセクションでは、この管理パックの動作方法に関する情報を提供します。

このセクションの内容

管理パックで検出されるオブジェクト
	この管理パックで検出されるオブジェクトを説明します。




クラスとリレーションシップ
	この管理パックで使用されるクラスおよびリレーションシップを説明します。




ヘルスのロールアップ方法
	ヘルスのロールアップ方法を説明します。




主要な監視シナリオ
	この管理パックの主要な監視シナリオを説明します。




管理パックで検出されるオブジェクト

Service Manager 管理パックでは、次のセクションで説明されているオブジェクトの種類が検出されます。オブジェクトは、いくつかの手順で検出されます。最初の検出では、Service Manager 管理サーバーとデータ ウェアハウス管理サーバーのインスタンスが検出されます。その後の検出では、これらのインスタンスに対してインスタンスに関する詳細が設定されます。

検出は、この管理パックのインポート時に 1 回実行され、それ以降、定期的なスケジュールに基づいて実行されます。既定の検出間隔は 24 時間ごとであり、日中のさまざまな実行時間に検出が実行されます。上書きを使用して、これらの既定値を変更することもできます。

Service Manager 管理サーバーの検出

この検出は、すべてのサーバー コンピューターに適用されます。ターゲットの各サーバーに対してレジストリ チェックを実行することで、そのサーバー コンピューターが Service Manager 管理サーバーであるかどうかを判断します。

この検出の既定の間隔は 24 時間ごとです。

この検出では、次のレジストリ キーが確認されます。


SOFTWARE\Microsoft\System Center\2010\Service Manager\Setup


SOFTWARE\Microsoft\System Center\2010\Common\SDK Service\SDK Service Type


SOFTWARE\Microsoft\Microsoft Operations Manager\3.0\Server Management Groups

最初と最後のレジストリ キーが存在し、2 番目のレジストリ キーの値が「1」と等しい場合、そのサーバーは Service Manager 管理サーバーであると判断されます。この場合、そのサーバーについて返される検出データは PrincipalName および DisplayName プロパティ セットです。

データ ウェアハウス管理サーバーの検出

この検出は、すべてのサーバー コンピューターに適用されます。ターゲットの各サーバーに対してレジストリ チェックを実行することで、そのサーバー コンピューターがデータ ウェアハウス管理サーバーであるかどうかを判断します。

この検出の既定の間隔は 24 時間ごとです。

この検出では、次のレジストリ キーが確認されます。


SOFTWARE\Microsoft\System Center\2010\Service Manager\Setup


SOFTWARE\Microsoft\System Center\2010\Common\SDK Service\SDK Service Type


SOFTWARE\Microsoft\Microsoft Operations Manager\3.0\Server Management Groups

最初と最後のレジストリ キーが存在し、2 番目のレジストリ キーの値が「2」と等しい場合、そのサーバーはデータ ウェアハウス管理サーバーであると判断されます。この場合、そのサーバーについて返される検出データは PrincipalName および DisplayName プロパティ セットです。

Service Manager のプロパティの検出

この検出は、Service Manager の検出が成功した後に実行され、管理グループ名、Service Manager データベース名などの Service Manager のプロパティを検出します。

この検出の既定の間隔は 24 時間ごと、午前 1 時です。

データ ウェアハウス管理サーバーのプロパティの検出

この検出は、データ ウェアハウスの検出が成功した後に実行されます。この検出では、データ ウェアハウス サーバー インスタンスのプロパティを設定するための Visual Basic Scripting Edition (VBScript) が実行されます。ManagementGroupName、DataMartDbName、StagingDbName などのプロパティは、レジストリ キーの値を読み取ることによって設定されます。この検出では、現在のサーバー管理グループが接続されている Service Manager 管理グループを識別するための SQL Server クエリも実行されます。

この検出の既定の間隔は 24 時間ごと、午前 1 時です。

Service Manager 管理グループおよびデータ ウェアハウス管理グループの検出

これらは、Service Manager 管理グループおよびデータ ウェアハウス管理グループのプロパティを設定する最後の検出です。これらの検出は、Operations Manager インスタンス領域に見つかった各管理サーバーのインスタンスに基づきます。

これらの検出では、Operations Manager データベースに接続してクエリを実行することで、Service Manager 管理サーバーまたはデータ ウェアハウス管理サーバーのインスタンスが存在するかどうかを判断します。その後、見つかったインスタンスのプロパティが返されます。

この検出の既定の間隔は 24 時間ごと、午後 2 時です。

クラスとリレーションシップ

次の表は、検出で使用されるクラスおよびリレーションシップの一覧です。これらは Service Manager のヘルス モデルに寄与します。

クラス

管理パックでは、次のクラスが使用されます。

	クラス名
	クラスの定義対象
	用途

	Microsoft.SystemCenter.ServiceManager.SmManagementServer
	Service Manager 管理サーバー
	コンピューターが存在しなくなった場合または Operations Manager エージェントがアンインストールされた場合に、コンピューター レベルへのヘルス ロールアップおよび自動検出解除で役立ちます。

	Microsoft.SystemCenter.ServiceManager.DwManagementServer
	Service Manager データ ウェアハウス管理サーバー
	コンピューターが存在しなくなった場合または Operations Manager エージェントがアンインストールされた場合に、コンピューター レベルへのヘルス ロールアップおよび自動検出解除で役立ちます。このクラスはコンピューター クラスによってホストされているため、コンピューターを削除すると検出解除が自動的にトリガーされます。

	Microsoft.SystemCenter.ServiceManager.ManagementServer
	Service Manager およびデータ ウェアハウス管理サーバー
	この共通基本クラスは、モニター、ルール、およびタスクのコンテキストで役立ちます。両方のサーバーには、System Center データ アクセス サービス、System Center 管理構成サービス、ヘルス サービス、ワークフローなど、類似した部分が存在します。共通基本クラスを適用することによって、監視が両方のクラスに簡単に拡張されます。

	Microsoft.SystemCenter.ServiceManager.SmManagementGroup
	Service Manager 管理グループ
	管理グループ クラスをコンピューター ロールにすると、管理サーバー レベルからの含有関係を通じたヘルス ロールアップに役立ちます。また、これにより、特定のサーバーまたはコンピューターに関連付けられていないヘルスをロールアップできるようになります。

	Microsoft.SystemCenter.ServiceManager.DwManagementGroup
	Service Manager データ ウェアハウス管理グループ
	管理グループ クラスをコンピューター ロールにすると、管理サーバー レベルからの含有関係を通じたヘルス ロールアップに役立ちます。また、これにより、特定のサーバーまたはコンピューターに関連付けられていないヘルスをロールアップできるようになります。

	Microsoft.SystemCenter.ServiceManager.ManagementGroup
	Service Manager およびデータ ウェアハウス管理グループ
	複数のリレーションシップにまたがるヘルス ロールアップに役立ちます。

	Microsoft.SystemCenter.ServiceManager.Application
	Service Manager
	アプリケーション自体であり、この階層内でヘルスをロールアップするすべてのクラスへのエントリ ポイントとなります。


リレーションシップの種類

管理パックでは、次の含有関係が使用されます。

	コンテナー クラス
	含まれているクラス
	用途

	Service Manager 管理グループ
	Service Manager 管理サーバー
	ワークフローの実行に関与するプライマリ Service Manager 管理サーバー、およびセカンダリ Service Manager 管理サーバー (存在する場合) から Service Manager 管理グループに、全体的なヘルスをロールアップします。

	データ ウェアハウス管理グループ
	データ ウェアハウス管理サーバー
	データ ウェアハウス管理サーバー (現在、単一のデータ ウェアハウス管理サーバーのみがサポートされています) からデータ ウェアハウス管理グループに、ヘルスをロールアップします。

	Service Manager
	管理グループ
	すべての Service Manager 管理サーバーから Service Manager アプリケーションに、ヘルスをロールアップします。


ヘルスのロールアップ方法

Service Manager 管理パックは、Service Manager 管理サーバーのヘルスを判断するためにサービスおよびワークフローのヘルスを監視します。その後、これらのサービスおよびワークフローの集約ヘルスに基づいて管理サーバーのヘルスが判断されます。Service Manager データ ウェアハウス管理サーバーの場合にも、同じプロセスが使用されます。ただし、ワークフローは監視されないため、サービスのみの集約ヘルスに基づいてデータ ウェアハウス管理サーバーのヘルスが判断されます。

ヘルスは、管理サーバー レベルから管理グループ レベルに、続いて管理グループ レベルからアプリケーション レベルにロールアップされます。ヘルス ダイアグラムの最上位レベルにあるアプリケーションには、Service Manager の全体的なヘルスが表示されます。

既定では、レベルからレベルへのヘルス ロールアップは割合ポリシーを使用することによって構成され、その割合は 50 に設定されています。たとえば、この場合、各管理グループが正常であるためには、監視されている管理サーバーの少なくとも 50% が正常になっている必要があります。

サーバーのヘルス ロールアップでは、System Center データ アクセス サービス、ヘルス サービス、および System Center 管理構成サービスのヘルスが表示されます。さらに、ワークフローのヘルス ロールアップも表示されます。[ワークフロー] ヘルス ロールアップには、ワークフローの実際のヘルス状態が表示されます。

サービスおよびワークフローのヘルス モニター

以下は、この管理パックに含まれているすべてのモニターです。これらの基本的なモニターでは可用性が監視されます。このリリースでは、セキュリティ、パフォーマンス、および構成は監視されません。


可用性


System Center データ アクセス サービスの可用性 - System Center データ アクセス サービスは、Service Manager 管理サーバーと Service Manager データベースの間の通信、および管理パックのインポートのために使用される Windows サービスです。

System Center データ アクセス サービスの可用性を監視するために、次のモニターが使用されます。


AzMan - データベース接続


データ アクセス サービス - データベース接続


データ アクセス サービス - ポートの可用性


データ アクセス サービス - Windows サービス


SQL Server ブローカー可用性モニター


ヘルス サービスの可用性 - ヘルス サービスは、適切な ID と適切な有効期間でワークフローを実行するために使用される Windows サービスです。ヘルス サービスは Operations Manager エージェントです。使用不能であれば、それ自体を監視できません。

ヘルス サービスの可用性を監視するために、次のモニターが使用されます。


RunAs アカウント


アクション アカウントの種類のチェック


RunAs アカウントの監視チェック


RunAs アカウント/パスワードの有効期限チェック


RunAs 認証チェック


RunAs ログオン種類のチェック


RunAs の成功したログオンのチェック


セキュリティで保護されたストレージ構成のチェック


System Center 管理構成サービスの可用性 - System Center 管理構成サービスは、特定のヘルス サービス構成を管理グループ内のすべてのヘルス サービスに提供する Windows サービスです。

System Center 管理構成サービスの可用性を監視するために、次のモニターが使用されます。


管理構成サービス データベース接続


管理構成サービスが過去 30 分間データベースに接続できませんでした (重大レベル)


管理構成サービスが過去 15 分間データベースに接続できませんでした (警告レベル)


管理構成サービス - Windows サービス状態


ワークフローの可用性 - Service Manager は、ワークフローを使用して IT プロセスを自動化し、IT アナリストが手動で実行する必要がある作業量を減らします。

ワークフローの可用性を監視するために、次のモニターが使用されます。


クリーンアップ ワークフロー


リンク フレームワーク ワークフロー


Operations Manager コネクタ ワークフロー


Windows Workflow Foundation (WWF) ワークフロー

主要な監視シナリオ

次の表は、Service Manager 管理パックで監視する主要項目の一覧です。

	Service Manager のロール
	監視する項目

	Service Manager 管理サーバー上で実行されているサービス
	
System Center データ アクセス サービス


System Center 管理構成サービス


System Center 管理サービス

	データ ウェアハウス管理サーバー上で実行されているサービス
	
System Center データ アクセス サービス


System Center 管理構成サービス


System Center 管理サービス

	Service Manager 管理サーバー上で実行されているワークフロー
	
Windows Workflow Foundation (WWF) ワークフロー


システム ワークフロー


コネクタ


トラブルシューティング

ここでは、System Center Service Manager 2010 管理パックの問題のトラブルシューティングに役立つヒントを説明します。

ヘルス サービスの障害を検出できない

同じサーバー上で Service Manager 2010 と Operations Manager 2007 R2 エージェントの両方が実行されている場合は、それらによってヘルス サービスが共有されています。したがって、ヘルス サービスに問題が発生すると、これらの問題が両方のアプリケーションに影響を及ぼす可能性があります。

つまり、Service Manager ヘルス サービスの問題が、Operations Manager ヘルス サービスの問題として検出されることがあります。Service Manager も実行されているサーバーの Operations Manager エージェントの問題を調査するときは、その問題が Service Manager で発生した可能性があることに注意してください。

検出を実行できない

[ダイアグラム] ビューに検出されたオブジェクトが表示されずに、[Windows コンピューター] ビューに Service Manager インスタンスが表示される場合、エージェント プロキシが有効になっていないことが原因である可能性があります。また、エージェント プロキシが有効になっていないことを示すアラートが発生します。この場合は、エージェント プロキシを有効にします。

検出が実行されない場合は、Service Manager 管理サーバー上のイベント ログを確認します。そこには、ソースがヘルス サービス モジュール、イベント ID が 11852、詳細文字列が次のとおりである、エラー メッセージが含まれている可能性があります。

‘OleDb モジュールの実行中にエラー 0x80004005 が発生し、出力データ アイテムにエラーを追加しました。特定できないエラー: [DBNETLIB][ConnectionOpen (Connect()).]SQL Server が存在しないか、アクセスが拒否されました。’

これは、通常、Service Manager 管理パックの実行アカウントが誤って構成されているか、データベースへのアクセスに必要な特権を持っていないことを示します。実行アカウントにデータベースに対する読み取りアクセスがあることを確認します。Service Manager データベース アカウント プロファイルへの実行アカウントの追加については、「セキュリティに関する考慮事項」を参照してください。

それ以外の場合、検出がその予定時刻に実行されていないようであれば、次の手順を実行できます。

1.
Service Manager 管理サーバーで、ヘルス サービス管理パックのキャッシュを消去します。

2.
キャッシュを消去したら、Service Manager 管理パックを Operations Manager から削除してから再インポートします。

3.
検出時刻を上書きします。

付録: スクリプト

Service Manager 管理パックには、検出に使用される次のスクリプトが含まれています。

	スクリプト
	目的

	ManagementServerDiscovery.js
	Service Manager 管理サーバーのプロパティを設定します。Service Manager 管理サーバーに適用されます。

	DwMgtServerPropDiscovery.vbs
	データ ウェアハウス管理サーバーのプロパティを設定します。データ ウェアハウス管理サーバーに適用されます。

	DwManagementGroupDiscovery.vbs
	データ ウェアハウス管理グループのインスタンスおよび Service Manager アプリケーションを作成します。データ ウェアハウス管理サーバーに適用されます。

	SmManagementGroupDiscovery.js
	Service Manager 管理グループのインスタンスを作成します。Service Manager 管理サーバーに適用されます。
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